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皆
様
方
に
は
、
日
頃
、
交
番
業
務
に
何
か
と
ご
理
解
、
ご
協
力
を 

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
と
り
わ
け
少
年
の
健
全
育
成 

活
動
や
少
年
非
行
防
止
活
動
に
ご
尽
力
を
賜
り
重
ね
て
お
礼
申
し
上 

げ
ま
す
。 

 

本
年
一
月
か
ら
六
月
末
日
ま
で
の
少
年
非
行
の
現
状
で
す
が
、
東 

近
江
警
察
署
管
内
で
は
、
自
転
車
盗
や
万
引
き
等
の
刑
法
犯
で
検
挙 

・
補
導
し
た
少
年
は
八
人
で
、
前
年
比
約
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少 

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
喫
煙
や
深
夜
は
い
か
い
等
の
不
良
行
為
で
補
導
し
た
少
年 

は
一
〇
五
人
（
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
三
二
人
）
で
、
何
れ
も
前
年
と
比 

べ
ま
し
て
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。
（
数
値
は
暫
定
で
す
） 

 

日
野
町
内
の
少
年
に
つ
き
ま
し
て
も
、
刑
法
犯
等
の
検
挙
補
導
件 

数
、
少
年
補
導
件
数
と
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
少
年
が
被
害 

に
遭
い
や
す
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ 

ス
）
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
犯
罪
が
年
々
増
加
傾
向 

に
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

滋
賀
県
内
の
小
中
高
生
を
対
象
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
状
況
を
ア
ン
ケ 

ー
ト
調
査
し
た
結
果
、
小
学
生
の
約
四
割
、
中
学
生
が
約
九
割
、
高 

校
生
の
ほ
と
ん
ど
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し 

た
。 ま

た
、
被
害
に
あ
っ
た
児
童
の
多
く
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
危
険
性
に
つ 

い
て
保
護
者
か
ら
注
意
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で 

知
り
合
っ
た
人
に
個
人
情
報
を
教
え
た
り
、
写
真
を
送
っ
た
り
す
る 

こ
と
、
ま
た
、
安
易
に
出
会
っ
た
り
す
る
こ
と
は
と
て
も
危
険
で
あ 

る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
お
子
さ
ん
に
注
意
を
促
し
て
い
く
こ
と
が
大 

切
で
す
。 

 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
に
つ
い
て
は
家
族
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深 

め
、
お
子
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
家
族
で
の
適
切
な
ル
ー
ル 

を
つ
く
り
、
安
全
な
使
い
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思 

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

７月１９日（火）愛知県の瀬戸少年院で少年補導委員の研修を行いま

した。 

瀬戸少年院は、昭和９年、国内３番目に設立された長い伝統を誇る施

設で、松、桜、くぬぎなどの木々に囲まれ、豊かな自然の中にあります。 

少年院は、家庭裁判所から保護処分として送致された少年を収容する

施設で、規律ある生活の下で少年の特性に応じた矯正教育、その他の健

全な育成に資する処遇を行うことにより改善更生と円滑な社会復帰を

図る施設です。  

 施設の職員さんからは最近の傾向として、感情統制ができない、言語

表現力が弱い、甘えが強い、小集団化している、発達に課題があるなど

最近の子ども達の特徴についてお話がありました。 

 少年院では面接を通して問題点と長所を 

見極め、一人ひとりに合った教育目標を定 

めた矯正教育計画を作成し、社会人として 

の心構えを習得させ、社会復帰が円滑にでき 

るよう教育しているとのことでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月の活動予定 

１日 街頭補導  

５日 朝のあいさつ運動 

８日 街頭補導  

１２日 朝のあいさつ運動 

有害図書等立入調査 

１４日 少年補導委員会幹事会 

１５日 街頭補導  

１９日 朝のあいさつ運動 

２２日 街頭補導 

２６日 朝のあいさつ運動 

有害図書等立入調査 

２９日 街頭補導 

３０日 少年ｾﾝﾀｰ連絡協議会研修会 

    滋賀安全なまちづくり県民大会 

 センター職員随時パトロール 

                 日野町少年補導委員 岸村昌光 

 先日、７月１９日に、少年補導委員一同で、愛知県瀬戸市にある少年院に

研修に寄せていただきました。第一印象は、「広い所やなあ」と感じました。

大きなグランドがありますしプールに体育館、外には農場もあり一見少年院

とは思えない別の建物の様に思えました。 

説明を受けた後院内見学では、少年らの創った焼き物や絵等を見せてもら

いましたが、「すごいなあ」と思うものばかりでした。また生活指導では、「自

分はなぜ少年院に入らなければならなかったのか」「社会へ出たら自分でど

うして行くのか」等、カウンセリングで社会復帰のための基本をしっかり身

に付けるとの事でした。 

でも少年院を退院しても、その彼等を受け入れる社会が、偏見や差別、又

学歴の無さとかで診てしまうというのも事実です。少年院を出ても家族が迎

えに来ない、元の学校に戻れない等行き場の無い子達もおおくいるとの事で

した。 

私は、少年院や刑務所を見学させてもらうのは、今年で 4回目です。最近

思いますには、帰りたくなる家庭、行きたくなる学校、住みたくなる地域、

この 3点を私達大人が、どう取り組んで子達と接していくのかが大事だと感

じています。 

最後に帰りのバスの中で誰かが「少年院の職員の仕事も大変やなあ」と言

われたのが心に残りました。 

 

家庭での話し合いや 

ルールづくりも大事です。 

「少
年
非
行
の
現
状
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」  

 
 

 
   

  

日
野
警
部
交
番
所
長 

村 

田 

啓 

二 

フィルタリングサービスを 

利用しよう 

個人情報をネットの掲示板な 

どに書き込んだり、性的な画 

像を送らない・送らせない 

サイトで知り合った人と 

不用意に会わない 

 ＳＮＳ（ソーシャルネットワーキングサービス）サイトやゲームサイトなどを利用して犯罪被害に 

あうケースが急増しています。 

 一度ネットに流出した個人情報や画像をすべて回収するのは困難です。 

 また、ＧＰＳ機能のついたＳＮＳサイトなら、居場所を簡単に特定されてしまいます。 

 スマートフォンはとても便利ですが、いつ犯罪に巻き込まれるかわからない危険性も潜んで 

いることを、しっかりと認識しましょう。 

 有害情報や犯罪から大切な自分を守ることが出来るのはあなた自身です。 

                                   

地域であたたかく迎えよう 

http://www.rmc.ne.jp/h.g-s.c


「
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
」
に
参
加
し
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

更
生
保
護
女
性
会 

瀬
川
栄
美
子 

 

                

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

  

  少年センターでは、少年に関する悩みや心配ごとの相談を行っています。本人だけ 

でなく、家族の方の相談も受けています。 

また、無職少年の就労・就学の支援も行っています。高校を退学して、就労も就学 

もしないで家にいる、中学校（高校）を卒業して、就職したがすぐ辞めてしまい今は何 

もせず家にいる、中学校や高校でひきこもりで進路が決まっていない等の本人、家族 

の相談も受けています。 

お気軽にお越しください。秘密は厳守します。 
 

 

○電話相談  ○面接相談  

○相談時間：月～金 9:00～16:30 

 

日野町少年センター  

（日野町勤労福祉会館 ２階） 

電  話  ０７４８－５３－１３２５    

E-mai h i n o . t - s y o n e n . c @ r m c . n e . j p 

 

 

滋賀県では、毎年７月を青少年の非行・被害防止強調月間と定めていま

す。今年度は重点目標を「地域の力で子どもをまもり、はぐくむ」として、

期間中、県内で街頭キャンペーンや一斉街頭補導が実施されました。 

日野町少年センターにおいても、少年補導委員会、東近江警察署、日野

警部交番、日野町青少年育成町民会議とともに、７月７日と１４日に、フ

レンドマート、フーズアイランド、ドラックユタカ、セリア等の協力をい

ただき、店頭で啓発活動を行いました。 

今年度は、日野高等学校放送部の生徒にこの月間に合わせた啓発用の広

報文を録音していただきました。 

県内の青少年をめぐる状況は、平成２８年中に警察で検挙・補導された

非行少年の総数は４，３７４人で前年に比べ約２８％減少しているもの

の、万引きや自転車盗等の非行の入り口といわれている初発型非行により

検挙される青少年の多くは中学生であり、若年期からの非行に対する規範

意識の低下が指摘されています。また、スマートフォン等の急速な浸透に

より、青少年を取り巻くインターネット利用環境が大きく変化する中で、

コミュニティサイトの利用に起因する被害に遭う児童の数も増加してい

ます。 

少年センター・少年補導委員会では、青少年を非行・被害から守るため、

朝のあいさつ運動や街頭補導を実施していきたいと思いますので地域の

みなさんのご協力をよろしくお願いします。 

 
 

「
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
」
に
参
加
し
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更
生
保
護
女
性
会 

 

中 

川 

和 

子 

更
生
保
護
女
性
会
は
、
女
性
の
も
つ
あ
た
た
か
さ
や
細
や
か
さ
を
生
か
し
て
、
犯
罪
や 

非
行
を
し
た
人
の
更
生
保
護
の
支
援
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
全
国
に
約 

十
七
万
人
の
会
員
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
日
野
町
に
は
現
在
九
十
人
余
り
の
会
員
が
い 

ま
す
。 

 

戦
後
間
も
な
い
頃
、
親
を
失
っ
た
子
ど
も
達
を
自
宅
に
迎
え
食
事
を
ふ
る
ま
い
、
お
世 

話
を
し
た
事
か
ら
そ
の
運
動
が
広
が
り
、
そ
の
の
ち
更
生
保
護
婦
人
会
を
立
ち
上
げ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

日
野
町
で
は
四
十
年
余
り
前
か
ら
、
淡
海
学
園
の
子
ど
も
達
を
招
い
て
「
一
日
お
母
さ
ん
」
を
毎
年
催
し
て
い
ま 

す
。
今
年
も
去
る
六
月
二
日
に
終
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
カ
レ
ー
で
楽
し
い
ラ
ン
チ
の
後
は
、
日
野
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン 

協
会
「
ト
ン
ボ
」
に
指
導
し
て
頂
き
な
が
ら
全
員
で
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。
に
ぎ
や
か
な
歓
声
の
中
、
子
ど
も
達
も

更
生
保
護
女
性
会
会
員
も
、
あ
っ
と
い
う
間
の
楽
し
い
ひ
と
時
を
送
り
ま
し
た
。 

 

私
達
に
で
き
る
事
は
、
微
々
た
る
も
の
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
つ
も
少
し
ず
つ
こ
の
子
達
に
寄
り
添
い
な
が

ら
一
日
も
早
い
帰
宅
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
少
年
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
に
、
私
た
ち
も
今
年
よ
り
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
中
学

校
正
門
前
で
「
お
は
よ
う
」
と
登
校
し
て
く
る
子
ど
も
達
に
声
を
掛
け
て
い
ま
す
。
日
増
し
に
、
返
っ
て
く
る
声
も

大
き
く
な
り
喜
び
を
感
じ
る
朝
の
行
事
で
す
。 

 

そ
の
他
に
も
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
で
介
護
施
設
リ
ス
タ
あ
す
な
ろ
の
七
夕
祭
り
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
、
ま
た
、
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
日
野
大
会
に
も
出
演
し
て
い
ま
す
。 

 

会
員
で
な
い
方
々
も
、
私
達
と
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
私
達
は
こ
う
し
た
活
動
を
共
に
で

き
る
事
の
喜
び
と
誇
り
を
も
っ
て
、
日
々
の
暮
ら
し
に
も
生
か
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す 

 

 

 

             7 月１８日（火）、日野町少年補導委員会は、 

西大路幼稚園で防犯教室を開催しました。子 

ども達が元気に外で遊ぶことは、嬉しいもの 

ですが、反面、事件や事故に巻き込まれない 

かと心配です。 

小さい頃から防犯意識を高め、被害に遭わ 

ないよう、悪い人に連れて行かれないよう意 

識づけることが大切です。子ども達には啓発のためのペープサートを鑑 

賞してもらい、その後で知らない人に声を 

かけられてもついていかないことを約束し 

ました。 

 また、日野警部交番のおまわりさんに、 

知らない人に声を掛けられたり、連れて行 

かれそうになった時には、「ついていかな 

い」「大きな声を出して周りの大人に知ら 

せる」「すぐに 

げる」等教えてもらいました。大きな声は、 

急に出せるものではありませんので日ごろ

か           らの練習が必要です。西大路幼稚園のみんな 

もおまわりさんと一緒に練習をして、大きな 

声が出せるようになりました。 

 

 

日野町少年補導委員会では、８月５日（土）に開催された「氏郷まつ

り夏の陣２０１７」において、午後６時から１０時過ぎまで会場と会場

周辺の夜間巡回パトロールをおこないました。 

会場には、小学生や中学生、高校生もたくさ 

ん来ていて、友達の輪が広がっていて賑やかで 

した。 

 花火が終わり、会場の後片付けが始まる頃の 

周辺パトロールでは、公園 

やコンビニ近くの空き地等にまだ帰りたくない友 

達の輪がありました。帰り道危ないので早く帰るよ 

うに声かけをしました。 

みんな無事に帰ってくれたでしょうか。 

氏郷まつり夏の陣パトロール 

 

 

 仕事や家事に追われ余裕のない毎日ですが、家族での会話は家庭づくり

の基礎です。 

 思春期を迎え多感な子ども達と会話することは難しいと感じておられ

る方も多いと思いますが、子ども達は聞いてほしいと思っていることが沢

山あります。 

 日頃から家庭でのコミュニケーションを大切にしましょう 
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